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所望の物性値を有する新規ポリマーを開発する

ポリマー開発における実験データの不足を補うため、シミュレー
ションによりポリマーの物性値を予測し、大規模(数千)なポリマー
シミュレーションデータベースを構築した。

SQUID を利用し、これまで構築したデータベースを拡張した。
今年度は高次構造を有する系の計算や、計算物性の拡充を行った。
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